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衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
積
極
財
政
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
積
極
財
政
を
否
定
す
る
」
と
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
の
極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、
財
政
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
疑
念
の
高
ま
り
が
経
済
成
長
自
体
を
阻
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
、
財
政
再
建
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
経
済
成
長
も
実
現
し
な
い
と
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
「
経
済
財
政
運
営
と
構

造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
六
」
（
平
成
十
八
年
七
月
七
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
方
針
二
〇
〇
六
」
と
い
う
。
）

及
び
「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
〇
七
」
（
平
成
十
九
年
六
月
十
九
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
歳
出
・
歳
入
一
体

改
革
を
実
行
す
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
「
日
本
経
済
の
進
路
と
戦
略－
開
か
れ
た
国
、
全
員
参
加
の
成
長
、
環
境
と
の
共
生－

」
（
平
成
二
十

年
一
月
十
八
日
閣
議
決
定
）
の
参
考
試
算
に
お
い
て
は
、
基
本
方
針
二
〇
〇
六
の
別
表
に
示
さ
れ
た
十
四
・
三
兆
円
の
歳
出

削
減
の
考
え
方
に
対
応
す
る
ケ
ー
ス
と
、
十
一
・
四
兆
円
の
歳
出
削
減
の
考
え
方
に
対
応
す
る
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。


